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第5回

優勝が主::t

1可釜・小須南

子
ど
も
た
ち
の
夏
の
球
茶
冷
第

五
惑
少
年
球
技
大
会
は
八
丹
十
一

日
須
釜
小
学
校
で
符
な
わ
れ
ま
し

た。
こ
り
犬
舎
は
、
重
件
み
の
腎
少

年
韓
会
蒋
撲
の
一
環
と
し
て
村
が

主
穣
し
て
行
な
っ
た
も
の
で
、
菱

休
み
中
の
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て

楽
し
み
の
一
つ
に
な
っ
て
お
争
、

各
部
落
で
も
こ
の
罰
的
た
め
に
練

習
を
一
重
ね
て
き
ま
し
た
。

ま
づ
大
会
に
先
だ
っ
て
出
場
選

手
全
員
に
よ
る
入
場
存
進
を
一
守
主

い
、
大
会
気
分
を
譲
り
上
げ
ま
し

フ
ト
ポ
!
ル
、
ポ
ー

ト
ポ

i
ル
わ
ニ
欝
話
に
合
か
れ
て

自
費
む
髄
を
競
い
A

甘
い
ま
し
た
。

会
壌
に
は
村
内
の
お
と
な
た
ち

も
大
勢
つ
め
か
け
、
授
が
地
区
内

っ
て
い
ま
し

た。
な
お
、
儀
勝
、

と
お
ち
で
す
。

の

マ
小
学
生
男
子
ソ
フ
ト
ボ

i
ん

援

欝

南

須

釜

チ

ー

ム

準

緩

勝

吉

チ

ー

ム

マ
小
学
生
女
子
ポ
ー
ト
ポ
ー
ル

務

総

紛

小

高

チ

ー

ム

構
築
釜
チ
ー
ム

上
の
写
真
は
議
怒
と
入
場
行
進

ゅ
の
呼
蕊
は
ソ
フ
ト
ポ

i
ん
や

決
勝
戦

丸
の
写
真
は
ポ
l
z
pポ
j
u仲
mw

錘
黙
殺
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敬

老

の

日

九
月
十
五
日
は
「
敬
老
の
日
」
で
〉
明
治
、
犬
、
昭
和
と
三
代
に
わ
た
っ

社
会
に
貢
献
さ
れ
た
高
令
者
の
ご
労
苦
に
感
謝
る
と
と
も
に
、
国
民
全
依

が
長
寿
を
祝
福
す
る
た
め
の
祝
日
と
な
っ
一
で
い
ま

玉
川
村
に
お
い
て
も
、
九
月
半
一
…
日
、
‘
午
前
十
時
か
ら
須
釜
小
学
校
の
屋
内

体

操

場

に

、

村

内

七

十

五

十

八

名

を

招

待

し

、

敬

老

年
金
や
記
念
品
を
贈
っ
て

紙

面

の

都

合

上

本

紙

で

を

ご

紹

介

い

た

し

ま

す

。

i
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輸根回

岩

法

寺

今
年
で
十
問
を
数
え
た
公
民
館

主
催
の
村
民
登
山
会
は
、
八
月
一

日
に
行
な
わ
れ
、
百
名
が
「
宝
の

山
」
磐
梯
山
に
ア
タ
ッ
ク
し
ま
し

た。
当
日
は
朝
か
ら
天
気
が
良
か
っ

た
も
の
の
、
山
頂
は
ガ
ス
が
か
か

り
参
加
者
を
が
っ
か
り
さ
せ
ま
し

た。

頂
上
で
一
服
す
る
参
加
者

A 
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根

キ
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根
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郎

瀬
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針

セ

ン

ゾ
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枝

ク
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榊

枝
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新

回
真

野

目

光
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四
辻
新
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秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動
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秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動
は
、

「
こ
ど
も
と
老
人
の
交
通
事
故
を

な
く
そ
う
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、

九
月
二
十
一
日
か
ら
九
月
三
十
日

ま
で
の
十
日
間
実
施
さ
れ
ま
す
。

こ
の
運
動
で
は
、
歩
行
者
、
特

に
こ
ど
も
と
老
人
の
事
故
防
止
、

自
転
車
利
用
者
事
故
防
止
と
、
シ

ー
ト
ベ
ル
ト
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用

の
推
進
の
三
点
を
運
動
の
重
点
と

じ
て
、一

、
ス
ク
ー
ル
・
ゾ

l
γ
、
生

活
ゾ

l
γ
対
策
、
自
転
車
利
用
安

全
対
策
な
ど
の
生
活
道
路
網
対
策

等
の
推
進

二
、
ジ

l
ト
ベ
ル
ト
、
一
ヘ
ル
メ

ッ
ト
着
用
の
推
進

三
、
こ
ど
も
と
保
護
者
、
老
人

な
ど
歩
行
者
に
対
す
る
安
全
教
育

の
徹
底
、
な
ら
び
に
自
転
車
利
用

者
運
転
者
お
よ
び
雇
主
な
ど
す
べ

て
の
者
に
対
す
る
安
全
教
育
の
徹

底
の
三
点
を
推
進
事
項
と
し
て
実

昭和51年 9月 1日

施
さ
れ
ま
す
。

こ
の
機
会
に
村
民
一
人
一
人
が

交
通
事
故
防
止
、
交
通
安
全
に
つ

い
て
考
え
を
新
た
に
し
、
事
故
を

須
釜
野
球
ク
ラ
ブ

ーー一ー--A・

度

目
起
し
た
り
、
事
故
に
あ
わ
な
い
よ

う
充
分
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

の

優

勝

第
七
回
商
工
会
主
催
村
内
親
善

野
球
大
会
は
八
月
二
十
九
日
泉

中
、
玉
川
-
小
両
グ
ラ
ン
ド
に
て

開
催
さ
れ
、
須
釜
野
球
ク
ラ
プ
が

二
度
目
の
優
勝
を
し
ま
し
た
。

成
績
は
次
の
と
お
り

一
回
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中

根

精

工
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泉
郷
ク
ラ
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6
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ラ
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!
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釜根羽ア
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ヵγ 好工
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チ

ス

準
決
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中

根

精
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6
i
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フ
ア

M
l
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須
釜
ク
ラ
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双

羽

電

機

決
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須
釜
ク
ラ
プ

5
1
4
中

根

精

工

川
辺
小
校
舎
な
ど
発
注

八
月
四
日
、
本
年
度
建
設
計
画

の
川
辺
小
学
校
々
舎
と
、
泉
保
育

所
建
設
工
事
の
入
札
を
行
い
、
次

の
と
お
り
請
負
業
者
が
決
ま
り
着

工
い
た
し
ま
じ
た
。

工
事
期
間
は
、
泉
保
育
所
が
十

川

辺

字

舘

一一一一一一|一一一ー

泉|川

保|辺
|小

育|護
所 1;校

建!主
設 i築

一
O
八、

0
0
0、
0
0
0」
前
田
建
設
工
業
株
式
会
社
一

三
五
、
六
八

O
、

0
0
0
一
株
式
会
社
郡
山
白
鳳
社
一

施

行

個

所

工

小
高
字
中
畷

事

詰-

負

金

名

一
月
二
十
五
日
、
川
辺
小
学
校
が

来
年
二
月
二
十
日
ま
で
と
な
っ
て

い
ま
す
の
で
、
工
事
期
間
中
は
な

に
か
と
ご
迷
惑
を
お
か
け
す
る
と

思
い
ま
す
が
、
よ
ろ
し
く
ご
協
力

願
い
ま
す
。

額

負

請

者

つ
づ
く

4 

真
弓
作
左
衛
門
の
墓
碑
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ぞー者宅設今、2D巧円
走鴇舞金網誼帯、防防
走人訣艇聡 32巧問

寄
り
は
社
会
的
、
経
済
的
に
弱
い

立
場
に
あ
る
場
合
が
多
い
と
い
う

こ
と
を
配
慮
し
て
、
次
の
よ
う
な

優
遇
惜
置
が
と
ら
れ
て
い
ま
す
。

マ
年
令
が
六
十
五
才
以
上
で
、

所
得
金
額
一
千
万
円
、
以
下
の
人

は
、
老
年
者
控
除
と
し
て
二
十
万

円
が
所
得
か
ら
控
除
さ
れ
ま
す
。

マ
国
民
年
金
な
ど
公
的
年
金
や

お
年
寄
り
と
税
金

昭和51年 9月 1日

九
月
十
五
日
は
「
敬
老
の
日
」

国
で
は
、
社
会
保
障
制
度
の
充
実

の
一
環
と
し
て
、
老
人
福
祉
問
題

を
重
視
し
、
い
ろ
い
ろ
な
施
策
を

行
っ
て
い
ま
す
。

税
金
の
面
に
お
い
て
も
、
，
お
年
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雨

溝

井

前
山
の
青
葉
は
と
み
に
静
ま
り
て
梅
雨
入
り
の

朝
小
雨
降
り
未
ぬ

降
る
と
見
え
て
ま
だ
ほ
の
明
る
雲
の
流
れ
梅
雨

期
に
入
り
て
幾
司
追
ざ
む

梅
雨
の
曇
り
に
覆
わ
れ
し
山
肱
は
眺
め
が
た
か

り
幾
日
の
雨

前
山
を
震
い
し
梅
雨
の
雲
暗
く
こ
も
り
で
な
が

き
郭
公
の
声

たまかわ広 報

恩
給
を
受
け
て
い
る
六
十
五
才
以

上
の
人
は
、
そ
の
収
入
金
額
か
ら

七
十
入
万
円
の
老
年
者
年
金
特
別

控
除
が
受
け
ら
れ
ま
す
。
従
っ

て
、
収
入
が
公
的
年
金
や
恩
給
だ

け
の
場
合
は
、
給
与
所
得
控
除
や

基
礎
控
除
が
受
け
ら
れ
ま
ず
か

ら
、
百
七
十
四
万
円
以
下
で
あ
れ

ば
所
得
税
は
か
か
り
ま
せ
ん
。
ま

た
、
百
四
十
八
万
円
以
下
で
あ
れ

ば
息
子
さ
ん
な
ど
の
扶
養
親
族
に

も
な
れ
ま
す
。

マ
扶
養
親
族
の
う
ち
、
七
十
才

以
上
の
お
年
寄
り
に
つ
い
て
は
、

一
般
の
扶
養
親
族
よ
り
六
万
円
多

い
三
十
二
万
円
の
老
人
扶
養
控
除

が
受
け
ら
れ
ま
す
。

財
産
を
も
ら
っ
た

と
き
の
税
金

;11111・・・・・圃圃1111111・・・・・・1111111・・・・・・1111111・圃・・圃・1111111・・・・圃・III1U

一
月
か
ら
十
二
月
ま
で
の
一
年

間
に
、
親
や
子
、
夫
や
妻
な
ど
の

親
族
は
も
ち
ろ
ん
、
他
人
か
ら
合

せ
て
六
十
万
円
を
超
え
る
財
産
を

も
ら
っ
た
人
に
は
贈
与
税
が
か
か

り
ま
す
。

マ
贈
与
税
の
か
か
る
財
産
は
、

お
金
の
ほ
か
土
地
、
建
物
、
預
貯

金
、
株
な
ど
お
金
に
見
積
る
こ
と

の
で
き
る
す
べ
て
の
も
の
で
す
。

マ
親
の
土
地
や
建
物
を
子
供
の

名
義
に
し
た
り
、
親
子
間
の
金
銭

の
貸
借
で
、
い
わ
ゆ
る
「
あ
る
時

払
い
の
催
促
な
じ
」
な
ど
は
、
贈

与
と
認
め
ら
れ
贈
与
税
が
か
か
り

ま
す
の
で
注
意
し
て
下
さ
い
。

マ
婚
姻
期
間
二
十
年
以
上
の
夫

婦
間
で
行
わ
れ
る
居
住
用
不
動
産

の
贈
与
に
つ
い
て
は
、
一
千
六
十

万
円
ま
で
贈
与
税
が
か
か
ら
な
い

な
ど
の
特
例
も
あ
り
ま
す
の
で
、

詳
し
く
は
税
務
署
や
税
務
相
談
室

に
お
た
づ
ね
く
だ
さ
い
。

五
十
二
年
歌
会
始
の

お
題
及
び

詠
進
歌
の

詠
進
要
領

一
、
昭
和
五
十
二
年
歌
会
始
の
お

題昭
和
五
十
二
年
歌
会
始
の
お
題

は
、
「
海
」
と
定
め
ら
れ
ま
し

た。

ハ
注
〉
お
題
は
(
う
み
〉
で

す
が
、
歌
句
に
は
海
の
語
意
の
あ

'P

る
他
の
言
葉
を
用
い
て
も
よ
く
、

ま
た
、
そ
れ
ら
の
語
句
が
な
く
て

も
、
海
の
情
景
が
詠
み
込
ん
で
あ

れ
ば
よ
い
。

二
、
詠
進
歌
の
詠
進
要
領

ハ
ロ
詠
進
歌
は
、
自
作
の
歌
で
一

人
一
首
と
し
、
未
発
表
の
も
の
に

限
り
ま
す
。

同
用
紙
は
、
半
紙
(
習
字
用
の

半
紙
〔
白
紙
〕
が
よ
い
〉
と
し
、

毛
筆
で
自
書
し
て
〈
だ
さ
い
。

三
、
詠
進
の
期
間
本
年
九
月
一
日

か
ら
十
月
十
二
日
ま
で
と
し
、

郵
送
の
場
合
は
、
消
印
が
十
月
十

二
日
ま
で
の
も
の
を
有
効
と
し
ま

す。四
、
郵
便
り
あ
て
先

「

m東
京
都
千
代
田
区
千
代
田

一
番
一
号
宮
内
庁
」
と
し
プ
封
筒
a

に せっ!だに
お三叉ゐ Jて、さ「
尋詳。封い詠
ねじ入。進
くい し詠歌
だこ て進」
さと 差歌と
いは しは書
。役支、き

場 え小添
企 あさえ
画 りくて
課， ま折く
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ら
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辺
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イ氏う
きし
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朝
も
回
認

め

た

り
$:. 

よ

南岩 小

タ須タ法中タク タ

釜寺 高

山

小タ

屋

石石大宗大大小国溝亭矢須小

出

森津木形竹竹林井井田部藤針生

児

恵 幸 文 澄 沙 克 絵 英 氏

名

子之明 子 恵 司 正 香 子 織 也 美 実

裕俊政恭

寅節吉 清 正 良 富 芳 源 節 文 永 政 世

之 主
蔵男正 春一 信重 輔二 次雄 作秋 名

{
ご
逝
去
お
悔
み
申
し
上
げ
ま
す

部

落

竜

崎
南

須

釜。，
北

須

釜

士
口

山

小

屋

死
亡
者
氏
名

湯

沢

要

助

宗

形

信

重

小

原

ス

ミ

関

根

ト

有

賀
石

森

ウ タ

孫長孫孫孫孫孫孫長孫雷管二続

孫孫男柄女男

(
八
月
分
の
死
亡
届
書
か
ら
)

メ

年
令

(
位
)

(
釘
)

(

凱

)

(
は
山
)

(
m
w
)
 

(

m

∞) 

メ

世

帯

主

名

続

要

次

父

主

ト

ヨ

子

の

夫

重

孝

祖

母

主

栄

蔵

の

母

勝

養

母

金

祖

母

柄

治




